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はじめに 一 本稿の目的と方法

小説家バルザ ックは,そ の作品の中でさまざまな種類の人間を描いているが,そ れと同時に人

問をどのように観察するか ということについても深 く考えを巡 らせていた。バルザ ックの創作方

法は人物再登場法 といって,同 じ登場人物がいくつ もの作品にわたって現れることで知 られてい

るが,彼 の創 りだした登場人物の中で も,と りわけ医師のビアンションは,人 間を心身の両面か

ら観察するというバルザ ックの人間観察の方法を体現する存在であると思われる。彼は医者 とし

て多 くの人物の病気を診察 し,そ の死にも立ち合っているが,こ こではそのような場面の主なも

のを取 り上げて分析を加えてみたい。病気とはそれぞれの人間が抱える問題の具体的な表れであ

り,死 はそれまでの人生が凝縮された瞬間であろう。そうした場面にしばしばビアンションが配

されていることからも,作 者がこの人物の観察能力をいかに信頼 していたかがわかる。

この論考は,本 紀要の前号に 「医師ビアンションの目」Pと いうタイ トルで発表したものの続

編である。前の論文ではバルザックの作品にたびたび登場するこの医者の人物像がいかに形作 ら

れてきたかを検討した。ビアンションはバルザックの作品中では医者のプロトタイプと言うべ き

存在で,同 時にあらゆる再登場人物の中でも最も登場回数,登 場作品数が多い。 しかも面白いこ

とに彼はどの作品においても決して主人公すなわち事件の当事者にはならず,つ ねに脇役として

現れてくる。これはバルザックの作品の中で 「医学」というものが占めている位置と関係がある

のだろう。すなわち事件を客観的に見つめ,人 間を心と体の両面から観察するという医学の視点

をビアンションが代表していると考えられるのである。

こうした視点は,初 期のバルザックの作品では何人かの異なる登場人物の問に散在していたが,

『ゴリオ爺 さん』が出版された1835年 以降,年 代を追 うに従って次第にビアンションという一人

の人物 に集約 されて きた。こ うして ビア ンシ ョンは,『人聞喜劇』中の主要な再登場人物

(personnagereparaissant)で ある と同時 に,再 登場す る視点(pointdevuereparaissant)と
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なっていったというのが前の論文の主旨であった。

今回はビアンションの役割の中でも,と くに彼がさまざまな人間の病気や死に直面する場面を

中心に扱うが,恐 らくバルザ ックの読者には,ビ アンションの第一印象はむしろこうした側面の

方が強いのではないだろうか。私自身もそうだった記憶がある。ビアンションは何 よりも,人 が

死にそうになる場面に必ず登場して くる医者 という印象があるのだ。『ゴリオ爺さん』の最後で

友人のラスティニャックとともにゴリオ爺 さんの苦 しみ と死 を見守った り,あ るいは 『村の司

祭』で主人公のヴェロニク ・グラランの死の直前に彼女を診察するビアンションは,バ ルザック

の読者なら誰でも知っている。改めて読み返 してみると,彼 の登場はほんの一瞬であることも多

いのだが,そ れでもそうした場面は鮮やかな印象を残すのである。

この論文でも,分 析の中心がビアンションの 「視点」であることに変わりはない。 しかし前回

と異なる点は,前 回は 『ゴリオ爺さん』を別にすれば中短篇が中心だったが,今 回は 『村の司

祭』『ラブイユーズ』『従妹ベ ット』など長編小説を扱 うことが多 くなるというところである。長

編小説,と くにバルザックのような作家の小説の場合には,解 釈は一つの切 り口ですむものでは

な く,さ まざまな要素,さ まざまなテーマが複雑に絡み合って,一 つの総合体を作っているのが

普通である。従ってここではそれらの小説全体について新しい解釈を提示するのではなく,そ の

中からビアンションが登場するい くつかの場面を取 り上げて共通する要素を取 り出し,そ れ らの

場面 をつなぐ何本かの糸を見出してい く試みができればと考えている。

1sビ アンションの役割の変遷

ビアンションが医者としてさまざまな人間の病気や死に立ち会う場面だが,そ の主要なものは

ユ839年以降に集中的に現れ始めると考えられる。プレイヤー ド版 『人間喜劇』第ユ2巻の最後にバ

ルザ ックの登場人物のインデックスがあり,そ こには各登場入物が現れる作品とそこでの活躍が

網羅されているが,そ れによればビアンションはユ797年頃に生まれたのであろうと推測されてい

る。2)すなわち作者バルザックより二歳年上の設定である。ビアンションが初めて登場する作品

は1835年 に出版 された 『ゴリオ爺 さん』で,こ こでの彼はラスティニャックの友人の医学生とし

て描かれている。それ以前に出版 されたバルザ ックの作品 『二重家庭』『女性研究』『あら皮』な

どにもビアンションが登場することになっているが,こ れらは前の論文で見たように,当 初は別

の登場人物であったものが後にビアンションに差 し替えられたものだ。

この 『ゴリオ爺さん』 と,翌1836年 に発表された 『無神論者のミサ』『禁治産』の三作品で,
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ビアンションの人物像がほぼ完成するが,こ れ らの作品 とその後のいくつかの作品では,学 生時

代,あ るいはそれに続 くオテル=デ ィユー(パ リの施療院)に おけるインターン時代など,比 較

的若い頃のビアンションが描かれている作品が目立つ。この時期の代表作 『幻滅』におけるビァ

ンションの役割は小さくないが,こ こでの彼はやはり職業としての医者のプロ トタイプと言うよ

りは,ダ ルテーズの文学的セナークルの一員として,リ ュシアンの小説の批評をしたりしている

若者という側面が前面に出ている。また 「カディニャン大公夫人の秘密』におけるビアンション

もどちらかというとダルテーズの友人という文脈で描かれている。このあた りまでのビアンショ

ンは,基 本的には 『ゴリオ爺さん』に登場する医学生の延長と考えることができるだろう。例外

もあるが,こ のあた りまでをビアンションの青年期として括ってみたい。

このようにビアンションの役割を見てくると,1839年 の 『村の司祭』における彼の活躍が一つ

の転換点になるように思われる。この作品でビアンションは主人公のグララン夫人が亡 くなる直

前に診察を行 うが,こ こでのビアンションの役割は,後 の作品での彼の行動のモデルとでも言え

るような位置を占めている。この物語の最後の場面は1844年 という設定で,ビ アンションは一気

に47歳 と言うことになってしまうのであるが,と もあれ,こ こからのビアンションは医者として

の地位を確立 し,一 人の個性 を持った:登場人物であると同時に,『人問喜劇』中の医者のプロ ト

タイプとしての意味合いを帯びてくるようである。バルザ ックの作品中での彼の成長過程からす

ると,壮 年期に入ったと言うことができるだろう。

事実,今 回のテーマである病気と死に直面するビアンションの役割は,こ こか らが特に目立つ

ようになる。まず 『村の司祭』の直後に,ユ840年 の 『ピエレット』がある。ここでは年上の従兄

たちに冷た く扱われて重い病気になった薄幸の少女ピエ レットを診察 し,こ うした虐待行為に憤

りを覚えている。また1842年 の 『二人の若妻の手記』では,主 人公である二人の若い妻の一人,

マリー ・ガス トン夫人の病床に呼ばれて,彼 女の死を予言している。同 じ年に出版された 『ラブ

イユーズ』では,放 蕩息子のフィリップ ・ブリドーと結婚したラブイユーズことフロール ・ブラ

ジエの最後の病床に立ち合っている。

このように見てきても,人 の死の直前につねに証人として立ち合っている医者という,読 者が

ビアンションに対 して抱いているイメージが,主 に1839年 以降の作品で確立されたものだという

ことが理解できるだろう。他にも挙げていけばいくつもあるのだが,こ うしたビアンションの役

割の延長上の最後に,晩 年の作品である 『従妹ベ ット』におけるビアンションがいるように思う。

ここで彼はユロ男爵夫人の診察に来ているが,そ れと同時に従妹ベ ットの愛称があるリスベッ

トの気管支炎に気付いている。これは彼女を死に至 らしめる病気であった。そして男爵夫人を苦
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しめ て い た二 人,ク ル ヴ ェ ル とそ の妻 に な っ た ヴ ァ レ リー ・マ ル ネ フ が奇 病 に な り,全 身 が腐 っ

て 死 ん で い くの に も立 ち 合 っ て い る。 『従 妹 ベ ッ ト』 で の ビア ン シ ョ ンの役 割 は,ま さ に こ れ ま

で の 彼 の 経 歴 の 総 括 と も言 え る もの だが,こ の場 面 の物 語 に お け る設 定 が ユ843年,ビ ア ン シ ョ ン

は46歳 で,こ れ を書 い て い る時 点 で の バ ルザ ック 自 身 とほ ぼ 同 じ歳 で あ る こ と も象 徴 的 だ。

2.病 気や死 に直面するビアンション い くつかの作品から

それではこれから,ビ アンションが入間の病気や死に直面する場面の中で も主要なものをいく

つか取 り上げて,彼 がそれらを見つめる視点の特徴をい くつか明らかにしてみたい。ここで扱お

うとする作品は 『ゴリオ爺さん』『村の司祭』『ラブイユーズ』『従妹ベッ ト』の四作品である。

とくにこれらの作品では,ビ アンションが小説の主要人物の死の間際に立ち合っている場面が見

られる。これらの場面を一つずつ検討して,そ こに含まれる要素をい くつか取 り出 しながら,作

品と作品をつなぐ糸がそこに見出されるかどうかをこれから確かめてい くことにする。またそう

した要素を明らかにしながら,必 要ならば他の諸作品にも適宜触れることにしよう。

a)『 ゴリオ爺さん』

最初は 『ゴリオ爺さん』である。 ビアンションが病気や死に関わる主要な場面が1839年 以降に

出て くると今 し方述べたことと,ユ835年 に出版された 『ゴリオ爺 さん』の中でビアンションがゴ

リオ老人の病気を看病 し,ラ スティニャックとともに最期を看取っていることとは矛盾すると思

われるかも知れない。 しか し他の全てのバルザ ック的な要素 と同じく,ビ アンションに関しても

主要な側面はここで一通 り出尽 くしている感がある。前回の論文においても,『ゴリオ爺 さん』

についてビアンションの観察家としての側面,冗 談好きの側面,そ してつねに事件の全容を見渡

せる立場 にいる点などを指摘 したが,病 気と死を見つめるビアンションについても,こ こにその

原型が認められる。

それではビアンションがゴリオ爺さんの病気を見つめる目というのはどういう性質のものなの

か。 ここでの彼はまだ医学部の学生に過ぎず,ラ スティニャックやゴリオ老人などの暮らす下宿

屋ヴォケー館に食事だけのために来ている身分なのであるが,す でにゴリオの病状に関して的確

な診断を下 している。最初にその場面から引用してみよう。彼はテーブルに座 ってパンの匂いを

嗅いでいる老人を見ただけで,次 のような判断を下している。
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「もし間違いでなければ,奴 さんもうお しまいだ。体内で何か異常が起きたのに違いない。

漿液性卒中の危険があるようだ。顔の下半分は落ち着いているが,上 の方の各部は意志に関

係なく額に向かって引きつっている。見ろよ1そ れにこういう目の状態は,漿 液が脳に入

り込んだことを示 しているんだ」(皿,p.254)3)

以前にも示 したことがあるM1)が,こ こでのビアンションは,当 時の医学の最新の成果を取 り入

れた病理解剖学的な視線を体現 している。すなわち身体の表面に見える徴候から身体内部の様子

を推察する方法である。ビアンションはテーブルに座ったままのゴリオを観察して,老 人の体内

で起こっている現象を手に取るように見ているのだ。 しかしここではあまり専門的なことに立ち

入らずに,そ のよう視点の持つ 「意味」の方を探ってみたい。

この小説において,ゴ リオ爺さんの謎は十九世紀のパ リという大都会の謎をも象徴 している。

法学部の青年ラスティニャックが,貴 族のもとに嫁いだ二人の娘に最後の財産まで奪われてしま

うゴリオ老人の犠牲の背景を知ることによって,地 方出身の若者から脱皮 してパ リに生 きる人間

になっていったというのが,こ の小説の主要な文脈 となっている。ビアンションは,ラ スティ

ニャックとは違う角度からゴリオ爺さんを眺めているが,彼 は彼独特の冷静な観察力でゴリオの

内面を見透し,さ らにはこの老人の苦しみを通 してフランス社会の仕組みをはっきりと見据えて

いる。51ここでのゴリオの病 とは,王 政復古時代のフランスの病理をその まま反映するものであ

り,そ れを見つめるビアンションの目は,十 九世紀のフランス社会に対する 「病理解剖的」な視

線を表す ものに他ならない。

ビアンションは上のような診断を下したあとで,す ぐさま精神面の影響にも目を向けて,ラ ス

ティニャックに次のような質問を投げている。「どんな出来事がこの病気を引 き起 こしたのか,

君は知らないか?ゴ リオ爺さんは何か激 しいショックを受けたのに違いない。それで精神がま

いってしまったのだろう」(ibid.)。このビアンションの観察 もまた正確無比なものである。この

少 し前 に,お 金の問題で追いつめ られた二人の娘がゴリオ爺さんの前で醜い口論 をし,そ の

ショックが彼には致命的な打撃 となったのであった。ビアンションはこうしたゴリオ爺さんの苦

悩の性格をはっきりと見抜いている。

ビアンションの視点のもう一つの際立った特徴は,身 体physiqueと 精神moralの 両面から人

聞を捉 えているということである。それが当時の一部の医学書6)に あるように,表 面的に心身

の相関関係をたどるだけではなく,直 感的に人間の全体像を捉える能力にもなっているのである。

このようなビアンションの視点の有 りようは,次 のような引用にもよく表れている。
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「ビ ア ンシ ョ ン,お まえ」 とラ ス テ ィニ ャ ック が 言 っ た。 「よせ や い,こ の 病 人 は一 つ の 科 学

的 事 実 な ん だ」 と医 学 生 が 新 米 ら しい 情 熱 を あ らわ に して答 え た 。 「何 だ よ,じ ゃあ この か

わ い そ うな 老 人 に同 情 して 面 倒 を見 て い るの は僕 一 人 とい うわ けか 」 と ウ ジ ェー ヌが こ ぼす

と,ビ ア ン シ ョ ンは そ の 言 葉 に大 して 腹 を立 て た様 子 も な く言 葉 を継 い だ 。 「も し君 が 今 朝

の僕 を 見 て い た ら,そ ん な こ とは 言 わ な い だ ろ う な。 経 験 を積 ん だ 医 者 た ち は病 気 しか 見 よ

う と しな い 。 僕 は ま だ病 人 を見 て しま う と言 うわ け さ。 ど うだ わ か った か い」(皿,PP・270-

271)

このような一節はうっかりすると読み流 してしまうのだが,実 はビアンションの非常に重要な

一面を表 している。 もちろん,こ の引用からは患者の苦痛に対して無神経になってしまったベテ

ランの医者たちに対する痛烈な批判が容易にうかがえるだろう。しかし同時にビアンションにお

いては,心 身両面から人間を観察することが,患 者の苦痛に対する本当の理解に直結しているη

のである。こうした側面がビアンションの人物像を考える上で非常に大きな意味を持っていると

いう,そ の証拠には,『あら皮』においても同 じようなことが書かれている。重い病気になった

ラファエル ・ド・ヴァランタンの周 りに集まった四人の医者たちの中でも,病 人の苦痛に真に同

情を示したのはビアンションだけであった。

オラス8)の 顔つ きは深い苦悩 と悲 しみに満ちた憐れみの情 を表 していた。彼は医者になっ

てまだ間もなかったから,苦 痛を前にして無感覚でいることも,死 の床にあって無感動でい

ることもできなかった。(X,p.259)

これからも見てい くように,ビ アンションは医学生,あ るいは新人の時だけではなく,医 者の

経験 を積んでもこのような感受性を失うことなく持ち続けていく。それが彼の名医たるゆえんで

あろう。またこうした視点は,す ぐれた医者の証明であるだけでなく,小 説家の資質にもつなが

るものだと言うことができる。

b)『 村の司祭』

次は 『村の司祭』である。『ゴリオ爺 さん』からこの作品までの間にも,ビ アンションは何度

か人の死の間際に立ち合っているのだが,物 語の主要人物の診察を行っているという点において,

また物語全体のクライマックスに関わっているという点で,『村の司祭』のヴェロニク ・グララ
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ンの死の間際の場面における彼の役割は一つの典型になっている。 しかし実のところ,こ の小説

においてビアンションの出番は非常に少なく,二 百ページ以上ある作品の中で,ほ んの十ページ

ほどに過ぎない。 しか し読者にとってはこの物語のビアンションは非常に鮮やかな印象を残すの

である。出番は短 くても,ビ アンションの登場がこの物語の中で持っている意味は決 して小さく

はない。

いろいろと問題の多いこの作品を大上段から扱うことはとてもできないので,ビ アンションの

登場する場面に限って具体的に見てい くことにする。まずビアンションが女主人公のいる村に到

着した瞬間を描いた場面である。

そ の と き,御 者 の 鞭 の 音 に続 い て,一 台 の 軽 四 輪 馬 車 が 坂 道 を上 って きた 。 入 口の 鉄 格 子 の

門 は 開 い て お り,馬 車 は 中 庭 に入 っ た 。 そ して 間 も な く,そ れ に乗 って い る人 た ちが テ ラ ス

まで や っ て 来 た 。 そ れ は ガブ リエ ル ・ド ・ラス テ ィニ ャ ッ ク を司 教 に任 命 す るた め に来 た 名

高 い 大 司教 デ ュ テ ー ユ,検 事 総 長 の グ ラ ン ヴ ィル,グ ロス テ ッ ト氏,そ して ル ー ボ ー 医 師 は

パ リで最 も有 名 な 医 者 の 一 人,オ ラス ・ビア ン シ ョ ン に腕 を貸 して い た 。(IX,pp .853-854)

ビアンションは,フ ランス南西部の小村モンテニャックまで,は るばるパリからやって来てい

るということに注 目しよう。この村にはもともと上の引用にも登場するルーボーという医師がい

たのだが,グ ララン央人の病状の悪化 とともにパリに最良の医者を捜 しに行ったのであった。こ

の 「パ リか ら来た医者」 というここでビアンションに与えられた役割には二つの面があるように

思う。一つは当時の科学的知識の限界を明 らかにするということである。『村の司祭』という小

説においては,文 明と宗教9)と いうことが大きなテーマになっているのであるが,ヴ ェロニク

の身体に関 して,人 聞の領域である科学の限界を示 し,あ とは宗教に委ねるという境界線を示す

役割をビアンションは担っている。もう一つの面とは,フ ランスの田舎 というそれまで語 られた

ことのなかった未知の部分についての出来事を言語に置き換え,パ リに伝達するという役割であ

る。

それでは,ビ アンションはグララン夫人を診察するに際 して,ど ういう行動を取っているのか。

ここでの彼の行為の中で最も大きなものは,夫 人が自らの罪を償うために身につけていた馬の毛

の苦行服 を脱がせることであった。村の医者ルーボーには決してできなかったことである。彼は

ビアンションに次のように打ち明けている。
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ル ー ボ ー 医 師 は言 っ た。 「グ ラ ラ ン夫 人 は決 して お腹 を 触 らせ よ う とは し ませ ん で した 。 私

はあ の 方 の 病 気 につ い て,表 情 や,脈 の状 態 や,母 親 や 部屋 付 侍 女 か ら聞 い た 話 か ら しか 知

る こ と はで き なか っ た の です 」(IX,p.857)

そしてビアンションは侍女アリーヌに夫人の服を脱がせるよう言うのだが,そ の時初めて夫人

が苦行服を身につけていることを知るのである。その場面。

「あなたの女主人の服を脱がせなくてはいけない」 とビアンションはその時入ってきた部屋

付侍女に言った。「それは難 しいです。奥様 は馬毛の苦行服に身を包んでおられるのです」

す る と この 偉 大 な医 者 は叫 ん だ。 「何 だ っ て

が 行 わ れ て い るの か 」(IX,p.857)

.こ の十九世紀にまだそのような恐ろしいこと

しかし結局ビアンションはその苦行服を断ち切 らせてしまう。

診察は長 くはかからなかった。何よりもまず,ビ アンションはアリーヌとソーヴィア夫人が

病人の意思に関わらず無理にでも馬毛の苦行服を断ち切 らせてふつうの肌着を着せることを

要求した。二人の医者はこの作業の間サロンに行っていた。やがてアリーヌはこの恐ろしい

購罪の道具をタオルに包んで持ってきて言った。「奥様の体は傷だらけです!」(IX,p.858)

確かにここでビアンションは直接手を下していないが,グ ララン夫入が隠し通 してきた苦行服

を断ち切 らせたビアンションの行為は 「解剖的」と言うことはできないだろうか。これによって

彼は誰 も知らなかったグララン夫人の内面を暴いて見せ,そ こに無数の 「傷」を見出しているの

である。 この 「傷」はもちろんグララン夫人の肌についた肉体的な傷である。 しか しそれは同時

に心の傷をも表していることに疑いはない。

小説の他のところでは,グ ララン央人が抱えている心の苦しみが描かれているのだが,そ こで

は同じ 「傷」plaieと いう言葉が使われているのである。

ボネ司祭は,ヴ ェロニクがモンテニャックにやって来たときから彼女が大きな内面の傷を抱

えていることに気付いていたが,彼 女から完全な信頼を得られるのを待つのが賢明だと判断

した。この女性はいずれ彼に罪を告白するに違いなかった。(IX,p.753)
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そ して,ビ ア ンシ ョ ンが グ ラ ラ ン夫 人 の診 察 を終 え て帰 ろ う とす る と ころ の描 写 で は,次 の よ

う に書 か れ て い る。

オラス ・ビアンションはパ リに帰ろうとして,死 を目前にしている夫人に別れのあいさつ と

多額の報酬への礼を言いに来た。彼の足取 りはゆったりとしていた。彼は二人の神父の態度

から心の傷 こそが彼女の身体の傷の原因となっていることを見抜いていたのである。qX,

p.861)

バルザックの読者ならよく知っているように,グ ララン夫人の 「傷」というのは,過 去におい

て自分を恋したジャン=フ ランソワ ・タシュロンという若者が,そ のために犯罪を犯 して死刑に

なってしまった,自 らが犯した姦通のために一人の人間を死に追いやって しまったという罪の意

識から来ている。

そしてこうした傷は,バ ルザックによればフランス社会が抱える最大の病に他ならないのであ

る。彼はすでに初期のエッセイである 『結婚の生理学』において,フ ランスの女性が置かれた状

況,彼 女たちが不幸な結婚生活を送 り,姦 通 に追い込 まれるような状況 を 「巨大な社会の傷」

(XI,p.972)と 呼んでいる。『ゴリオ爺 さん』の場合 と同じく,こ こでもやは りビアンション

が見つめているのはフランス社会の病だと言えるだろう。

こうしてビアンションは最後の脈を取ると,あ とはグララン夫人の身体は医学の手に負えるも

のではなく,宗 教の領域に属するものだとして,モ ンテニャックの村を去ってパリへ と帰ってい

く。このあとにグララン央人が友人たちの前で公開幟悔をして自らの罪を告白する最後の場面が

あるのだが,ビ アンションはもはやその場にはいない。彼は自らの役割を終えるとさっと姿を消

すのである。このような潔さもビアンションの特徴の一つだ。アランが,ビ アンションというと

後ろ姿をいつも思い浮かべると言っている1°1のも,こ のようなところから来ているのかも知れ

ない。私自身は,ビ アンションについては視線の印象が強 くて,あ まり後ろ姿は想像できないの

だが。

c)『 ラブイユーズ』

このあたりのビアンションの活躍 としては,『村の司祭』の翌年の 『ピエレッ ト』(ユ840年)で,

彼は年上の従兄たちに虐待 された薄幸の少女 ピエレットを診察するために地方都市のプロヴァン

まで赴いている。そして彼女をそこまで追い込んだ残虐行為に対 して義憤を発 している。この作
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品 で も彼 は最 後 の数 ペ ー ジ で わず か に登 場 す る だ け で あ る。

そ して1842年 に発 表 され,『 ピエ レ ッ ト』 『トゥー ル の 司 祭 』 と と も に 「独 身 者 た ち」 三 部作 に

ま とめ られ て い る 『ラ ブ イユ ー ズ』 で も ビア ン シ ョ ンが活 躍 す る。 この作 品 で の彼 の役 割 も注 目

す べ き もの が あ る の で,簡 単 に見 てお きた い。 こ こ で も彼 は終 わ りの 方 の 十 数 ペ ー ジ く らい で登

場 して,そ して最 後 に は立 ち去 っ て い る。 こ の作 品 で の彼 の診 察 の場 面 は二 つ あ る。 一 つ は 元 軍

人 で 放 蕩 な生 活 を送 っ て い る フ ィ リ ップ と,偉 大 な画 家 へ の道 を歩 ん で い る ジ ョゼ フ とい う二 人

の 息 子 の 母 で あ る ア ガ ト ・ブ リ ドー の 死 の 直 前 の 場 面,も う一 つ は タ イ トル に も な っ て い る フ

ロー ル ・ブ ラ ジエ,通 称 ラ ブ イユ ー ズ の死 病 の場 面 で あ る。

ビ ア ン シ ョ ン は,『 幻 滅 』 に 見 られ る よ うに,パ リの 若 い天 才 た ち を集 め た セ ナ ー ク ル に所 属

して い て,そ こ に ジ ョゼ フ ・ブ リ ドー もい た。 そ の 友 情 か ら,母 の 容 態 が 危 機 に陥 っ た と きに

ジ ョゼ フ は ビ ア ンシ ョ ンを呼 ぶ こ とに な っ た。 そ の ビア ンシ ョ ンを描 い た一 節 で あ る。

ビアンションは毎 日やって きて真の友人 として献身的に病人を看ていたが,最 初にやって来

た 日から,「あの年齢で,こ れか ら君のお母 さんが置かれるだろう状況も考えると,死 が少

しでも辛 くないものになるようにと,そ れだけを考えてや らなくてはいけないよ」 とジョゼ

フにはっきりと伝えていた。(IV,p.753)

この小説では,二 人のうち放蕩息子のフィリップを偏愛 して しまったアガ トの苦悩が延kと 描か

れている。ここの一節は援助を求める母親として必死の願いを込めた手紙に対 して,フ ィリップ

がそっけない返事を寄越 したことが彼女の死を決定づけた,そ れに続 く場面である。ここでもビ

アンションは人の一生の決定的な瞬聞の証人として登場 している。また 『ゴリオ爺さん』や 『無

神論者の ミサ』で見られた彼の友情に篤い一面も見出されるだろう。

しかしこの直後に置かれたラブイユーズことフロール ・ブラジエの病気と死の場面は,こ れ と

はまた違った問題を含んでいるように思われる。彼女はジョゼフがビアンションの友人であるこ

とを知っていて,義 理の弟となった彼のところに助けを求めてきたのだが,す でに 「医者 も震え

上がるような」(p.534)病 気にかかっていた。彼女はこの頃結婚 していたフィリップから邪魔者

扱いされて放逐され,貧 しい屋根裏部屋で一人病気に苦しんでいたのである。次はジョゼフとビ

アンションが友人のビジューとともに彼女のもとに駆けつけた時の描写であるが,昔 は美 しかっ

た彼女は,見 るも無惨な姿に変わ り果てていた。
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壁紙もない屋根裏部屋の鋭角になった天井の下に,恐 らくは糸 くずを詰めたのであろう痩せ

たマッ トレスを載せた簡易ベッドが置かれてお り,三 人の若者はそこに一人の女の姿を認め

た。その女の顔色は二日前に溺れた死人のような緑色であ り,死 ぬ二時間前の熱病人のよう

に痩せ衰えていた。このいわば悪臭を放つ死体は,み ずぼらしい格子縞のルーアン織の頭巾

を髪の毛のすっか り抜け落ちた頭の上に載せていた。(IV,p。536)

そ して 彼 女 を診 察 した ビ ア ン シ ョン は,次 の よ う に言 うの で あ る。

十分後にビアンションが降 りてきて,二 人の友だちに次のように言った。「僕はデプランの

ところに走ろう。彼ならあの女の人を手術で救えるだろう。きっとうまく彼女の手当をして

くれるに違いない。アルコールの濫用のために彼女はもう滅びたと思われていた世にも珍し

い病気を進行させてしまったんだ」(IV,p.537)

ここでのビアンションは,病 人を直そうという気持ちの他に,奇 病を発見したという科学的な興

奮にとらわれている。そ して小説には,こ のあと 「F.B.というイニシャルで表 されるある病人」

に対して,「 近代外科学の最 も大胆 な試み」すなわち手術がなされたが,患 者は結局衰弱で死ん

でしまった(ibid.)と 書かれている。

それではここでビアンションが見出したという 「滅びたと思われていた世にも珍しい病気」と

はいったい何だろうか。バルザックの作品に登場するあらゆる病気について詳細に調べて書いて

いるモイーズ ・ル ・ヤウアンクは,こ こでのフロールの病気は梅毒であり,彼 女はフィリップに

よって娼婦に身を落 とした末にこの病気にかかったのであろう11)と推測 している。しか しここ

では,こ の病気の持っている 「意味」について改めて考えてみることにしたい。

フロールがかかった病気の象徴的な意味合いを考えるとすれば,そ れを解 く鍵は,ビ アンショ

ンらが彼女の屋根裏部屋に向かっているときに,ビ ジウが漏 らした次のような言葉にあると思わ

れる。

フィリップが上昇 していくとともに,彼 女は堕ちていった。そして伯爵夫人は今や泥の中に

沈んでしまったのだ。この野に生まれた少女は今やひどい生活を送っている。僕はどうやっ

てフィリップが彼女を厄介払いしたのかは知 らないけどね。(IV,p.535)
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もともとフロール ・ブラジエは,泥 にまみれてざりがに釣りをしているところを,イ スーダンの

ルージェ老医師に見出されたのであった。それで 「ラブイユーズ」,す なわち 「泥さらいの少女」

というあだ名が付いたのだが,そ のうち彼女はその美しさを武器に頭角を現 し,つ いにはフィ

リップと結婚 して伯爵夫人になるに至る。 しかし彼女が最後にかかったこのひどい病気は,彼 女

がビジウの言うとおり最初の 「泥」の中に戻ってしまったことを暗示 しているのではないだろう

か。

この小説におけるフロール ・ブラジエは,老 医師の息子で放蕩癖のあるジャン=ジ ャック ・

ルージェの妾になったり,元 ナポレオン軍の軍人であるフィリップの妻に納まったりと,さ まざ

まな政治システムに翻弄される十九世紀のフランスの姿を象徴 しているように見える。大革命の

混乱のあとナポレオン時代の栄光を経て,王 政復古の束の間の隆盛を経験 したこの時代のフラン

スは,1830年 の七月革命によって再び革命の 「泥」にまみれることになる。だとすると,こ こで

もビアンションはフロール ・ブラジエの病気を通 してフランス社会の 「病」を見据えていると言

えるだろう。これと類似の場面が 『従妹ベット』にも見られるので,そ れを検討 しながら,こ の

ような仮説をもう少し確かめてみることにする。

d)『 従妹ベッ ト』

バルザ ックの晩年の作品に至るまで,ビ アンションは登場 し続ける。彼は 『娼婦盛衰記』『従

兄ポンス』のような作品から,最 晩年の 『現代史の裏側』に至るまで,大 小さまざまな病気に立

ち向かっているのである。しかしバルザックによって書かれたテキス トの中で,ビ アンションが

最後に大きな活躍 をするのは,『従妹ベ ット』においてであろう。また,こ の作品におけるビァ

ンションの行動は,一 つ一つがそれまでの彼のさまざまな側面の集大成でもあるように見える。

ここではいくつかビアンションの登場する場面について,と くにこれまで見てきた他の作品にお

ける彼の役割 と関連づけて比較 しながら検討 していくことにしよう。

『従妹ベ ット』においてもまた,ビ アンションが活躍する主な場面は,最 後の数十ページに集

中している。この作品でも,ビ アンションは何人かの患者を持つ ことになるが,そ の人物たちの

病気は複雑に絡まり合っているので,少 し解 きほぐす必要がありそうだ。 まずユロ男爵美人のア

ドリーヌだが,夫 の放蕩癖に対する心痛か ら,神 経性の震えが止まらなくなる病気を患 うように

なる。一時は理性の危機にさえ陥るが,こ の時ビアンションが取った 「英雄的な手段」により奇

跡的に回復する。次はビアンションがア ドリーヌの治癒に喜びなが ら,同 時にリスベ ットの気管

支の病気を観察する場面である。
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翌日,ビ アンションは男爵夫人が庭 に出ることを許可した。彼はその前に,一 月ほど前から

軽い気管支の病気のために部屋 にいることを余儀なくされているリスベットを検診していた

が,博 識なこの医者は,決 定的な徴候が現れるまではリスベットについての自分の考えはあ

えて口に出さないことにした。彼は男爵夫人について庭に出て,二 ヶ月の室内療養のあとで

外の空気が神経性の震えに及ぼす効果を注視していた。この神経病の治癒はビアンションの

天才を満足 させた。(W,p.427)

一人一人の人聞に対 して,ビ アンションの視線がどのように動いているかが非常によくわかる一

節である。彼は二人の患者を並行 して診ながら,ア ドリーヌには回復の兆 しを満足そうに眺め,

リスベ ットについてはいずれ彼女の死につながるであろう病気の最初の徴候を観察 している。

「軽い気管支の病気」とあるが,す でにビアンションがリスベッ トの病気の深刻さを見抜いてい

るのは明 らかであろう。

この場面につづいてア ドリーヌとビアンションの会話があり,そ こで彼は自身の哲学の一端を

披露 しているのだが,そ れも彼の病気や医学に対する考え方を知る上で非常に興味深いので見て

お くことにしよう。 ビアンションは慈善事業にもたず さわっているユロ男爵夫人と親 しく語 らい

なが ら,自 らの職業について次のように言っている。

告解師や,裁 判官や,代 訴人といった仕事は,も し職業意識が人間の心を飼い慣 らしている

のでなかったら不可能なものです。この現象 を成 し遂げずに生 きていくことなどできるで

しょうか?軍 人も同様に,戦 争の時には私祉ちが見ているのよりもなおいっそう凄惨な情

景を目にしても平常心を保ってい られるのではないで しょうか?私 ども医者の場合はまだ

しも治療が成功するという喜びがあるわけですが。(孤,p.535.傍 点は原文ではイタリック

体)

この文章もよく見れば,最 初の方で 『ゴリオ爺さん』で見た一節と呼応 していることがわかる。

ここでのビアンションは,経 験 を積んだ医者は病気 しか見ようとしないが,自 分は病人を見て し

まうのだと言った若い頃のビアンションと同 じ人物であるのは明らかであろう。彼は今でも人の

苦しみをはっきりと見据えているし,そ れに対する敏感さも忘れてはいない。しか し若い頃の彼

のナイーヴな表現に比べると,ず っと大人の視点から人間の苦悩を眺めていると言えるだろう。

そして彼は宗教の欠如と金融の支配という,十 九世紀における悪弊を告発して見せる。しかし
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そうした ところは,杉 山英樹氏の言うとお り,「そこには何 ら目あたらしいものはない。ただバ

ルザックの持論があるばか りである」12)ということになる。ただ,こ こで今論じている観点から

見て面白いと思われるのは,彼 が最後に 「こうしたことは,私 のように社会をその内臓において

眺めているものなら誰だって漏らしていることなのです」(p.428)と 付け加えていることである。

この論文でもすでにいくつかの作品について,ビ アンションの 「解剖的な視線」を指摘してきた

が,彼 がその裏に何を見ているかがここで確かめられるだろう。どのような場合で も,ビ アン

ションは小説家バルザックの身振 り,行 いを模倣している。しかもそれを比喩的な形で表現して

いるということが興味深いのである。

では次に,ク ルヴェル夫妻のす さまじい病気を描いた場面を見ることにしよう。ア ドリーヌの

病気から,ベ ットの気管支炎に触れ,さ らにクルヴェル夫妻の奇病の描写へ と移っていく晩年の

バルザ ックの手腕は見事 と言 うほかないが,こ こでもやはりビアンションの視点に焦点を絞って

手短かに眺めてみたいと思 う。 もと区長のクルヴェルは天性の娼婦であるヴァレリー ・マルネフ

未亡人と結婚するが,ま もなく二人はブラジル人モンテスから移された病気に全身を冒され朽ち

果てるように死んでいく。ビアンションは最初にこの病気を次のように説明している。

私は今もう滅びてしまった病気を観察 しています。それは死病であり,わ れわれもそれに対

して為すすべもあ りません。イン ドなら治 りますが,こ このように温帯の気候ではどうしよ

fうも
ないのです。中世に狙獄を極めていた病気です。医者がこのような病気を相手に繰 り広

げる闘いは,美 しい闘いです。(Vd,p.428)

この病気 とは,ビ アンション自身の言葉によれば,歯 も髪の毛 も爪も抜け落ち,手 は脹れあ

がって緑色のできものにおおわれ,手 足の先が全て血膿に蝕 まれて破壊 されるというすさまじい

ものであった。そしてこの病気の原因についての意見は,そ こに集まった科学界を代表する医者

たちの問で分かれるのである。

このようなところは 『あら皮』のラファエルの診察の場面,医 学の権威である三人の医者とビ

アンションが彼を診察する場面を思い起 こさせる。ただ 『あら皮』においては,若 いビアンショ

ンは三人の医学界の権威による意見を尊重 しつつ 自分の意見を謙虚に述べていたが,こ こではす

ぐにビアンションの意見が採用 される。そして反対意見を唱えていた医者たちは,結 局この二人

の患者に解剖用の死体 しか見ていなかったことがわかる。

一64一



病 気 と死に向 き合 う医師 ビア ンション

「こ れ は い ず れ にせ よ立 派 な死 体 解 剖 の 対 象 に な る だ ろ う さ」 と反 対 して い た 医 者 の 一 人が

言 った 。 「そ れ に死 体 が 二 つ 出 る だ ろ うか ら,そ の 聞 で比 較 もで きる だ ろ う」(珊,p.433)

こうした医者たちは,病 気の現象を表面的に眺めて描写することしか考えていない。その裏に

ある原因には目を向けようとしないのである。それに対 してビアンションは,絶 え間なく患者の

ことばか り考え続 け,そ の病気にも心からの興味を抱いている。こうして彼は患者 という 「人

間」 をしっか りと見つめて,二 人の病気の原因についても正確な診断を下しているのだ。彼は,

この病気は 「血の汚染」が原因だと主張している。

この病気の原因は急速な血液の変質にあ ります。血液が恐 るべき速さで腐敗していっている

のです。私は血液を攻めてみたいと思い,こ れを分析させました。これから家に戻って友人

の有名な化学者であるデュヴァル教授の分析結果を取 りに行き,わ れわれが時に死に対して

仕掛けるような必死の手段を試みるつ もりです。(顎,p.429)

ビアンションはさらに,こ の血液の汚染は 「未知の病原体」(p.431)に よって引 き起 こされて

いると言っている。それはどういうものであろうか。ル ・ヤウアンクは,こ こでのクルヴェルと

ヴァレリーの病気を 「フランベジア(い ちご腫)」 と称する病気ではないか と推察 している。131

確かにここでバルザ ックは,当 時報告されていた奇病の症状をもとにして,こ の登場人物たちの

病気の症状を真に迫る筆致で描写 しているらしい。 しかしそのことと同時に,や はり小説家がこ

のような病気にどういう 「意味」を込めているのかを考えてみることも必要だろう。

「もう滅びてしまった」が 「中世に狽獄 を極めていた」 というこの病気は,明 らかに 『ラブイ

ユーズ』における 「滅びたと思われていた世にも珍 しい病気」 と関連づけることができる。それ

ではこの病気をどう解釈するのかということだが,作 家の ミシェル ・ビュ トールは,最 近出版 さ

れたバルザック論の中で,こ の 「血の腐敗に特徴づけられるブラジルの病気」 とは,「七月王政

下における家族関係の状態を表 したもの」ではないかと述べ,こ の病気その ものが 「七月王政の

演出であ りそれを病床に就かせるもの」だとしている。14)

確かに,こ の病気はフランス革命が従来の王家に代表される血のつなが りを破壊 して しまった

ことによる社会の混乱を多かれ少なかれ象徴 していると言えそうである。ヴァレリーは最後に改

宗するが,ク ルヴェルは死の問際まで共和派で無神論者であった。彼は 「革命の乳を吸っ」て

育った人間であることを自認している。クルヴェルとヴァレリーの病気は,程 なく終わ りを迎え

一65一



近畿大学語学教育部紀要3巻2号(2004・3)

ることになる七月王政期のフランス社会の病気を象徴するものだろう。だとするならば,こ こで

もやはりビアンションは,病 気を診察することを通 して,こ うした社会の機能不全 をはっきりと

見据え,そ の原因にも目を向けているのだと言うことができる。『ラブイユーズ』においても,

『従妹ベット』においても,こ うした病気が一旦滅びた病気として描かれていることについては,

はっきりとした解釈を示すことはできないが,恐 らくは十九世紀における共和派の台頭 とそれに

よる政治的 ・社会的混乱を,フ ランス王家 とカ トリックが確立する以前の中世における無秩序 と

異端の横行に喩えているのかも知れない。

最後にビアンションは従妹ベ ットことリスベ ットの病状を診て,そ の死を予告 している。従姉

であるア ドリーヌへの嫉妬や,そ のア ドリーヌに大事にしていた男を奪われたことに対する恨み

か ら,こ の老嬢はユロ家に対 して復讐心を抱いてきたのであるが,そ のベ ットもついに力尽 きる。

リスベ ットはすでにユロ家の上に輝いている幸福のために非常に不幸を感 じているところへ,

このさらなる幸運な出来事に耐えることがで きなかった。彼女の病状はひどく悪化 し,ビ ァ

ンションは彼女が一週聞後に死ぬだろうという宣告を下 した。彼女は数多 くの勝利に飾 られ

たこの長い闘いに,つ いに打ち負かされたのであった。 しか し彼女は肺結核の恐るべ き苦 し

みの中にあって憎 しみを心の奥に秘め続けた。(靱,p.448)

リスベットを死に追いやった病気は肺結核に違いないが,こ の引用を見ても,彼 女が自らの憎

しみのエネルギーに蝕まれ,そ れが病気の本当の原因になっていることは明らかであろう。この

呪われた従妹は心に秘めた憎しみをア ドリーヌや他の家族たちにも知られることなく死んでい く。

ビアンションにしても,ベ ットのこうした本心については与 り知らぬはずであるが,肺 病に冒さ

れた彼女の病床に立ち合うことで,す べてを理解しているようにも見える。

おわりに

これまで医師ビアンションが死の直前にある入間を診察する場面を見てきた。それらに共通す

るのは,彼 がいつも死の間際という極限の状況にある人間を,心 身の両面からしっか りと見据え

ているということである。ここまでの分析で明らかにしてきたように,『人間喜劇』の登場人物

たちが患 う病気は,し ばしば十九世紀のフランスを蝕んでいる病を象徴 し,あ るいはそれを反映

している。ビアンションは個入の病気の背景にあるそうした 「原因」にも目を向け,そ れをはっ

一66一



病気 と死 に向 き合 う医師 ビア ンシ ョン

き り と意 識 して い る の だ が,し か し彼 は決 して前 に い る患 者 とい う人 間 を 目か ら離 す こ とは な い 。

ビ ア ンシ ョ ンの視 線 が 見 つ め て い る もの は,単 な る政 治 の比 喩 で は な く,む しろ 一 人 一 人 の 人 間

の苦 悩 な の で あ る。 彼 は病 め る フ ラ ンス社 会 に生 きる 人 間 の苦 しみ を,そ の 身体 的 な徴 候 を 一 つ

も見 落 とす こ とな く観 察 して い る の だ。

ビ ア ンシ ョ ンの患 者 の苦 しみ に対 す る共 感 は,人 問 を心 身両 面 か ら全 体 的 に捉 え よ う とす る 試

み と密 接 な 関 係 を持 っ て い る。 前 に も述 べ た よ う に,彼 は 『ゴ リオ 爺 さ ん』 か ら 『従 妹 ベ ッ ト』

まで 一 貫 して,目 の前 の患 者 に心 か ら関心 を持 ち,共 感 を抱 い て接 して い る。 そ してつ ね に病 気

だ け で な く,苦 しみ を抱 え て い る 人 問 に も 目 を向 け て い る の で あ る。 だ か ら彼 は 『ラ ブ イユ ー

ズ』 の フ ロ ー ル や,『 従 妹 ベ ッ ト』 の ク ル ヴ ェ ル と ヴ ァ レ リー の よ う な人 間 の苦 しみ に も心 の底

か ら 同情 し,真 剣 に病 気 に立 ち 向 か って い る。 「私 は絶 え 問 な く私 の 患 者 た ち の こ と を考 え続 け

て い ます 」(Vd,p.428)と い う,彼 が 最 後 の 二 人 につ い て語 っ た 言 葉 に嘘 は な い だ ろ う。 そ して

ビ ア ン シ ョン は次 の よ う に言 う。

「真の医者というものは科学に情熱を燃やす ものです。彼はそうした想いと,社 会に役立っ

ているという確信によって支えられているものなのです。ご覧なさい,こ の瞬間も私は一種

の科学的な悦びに浸っています。しかし多 くの浅はかな人間たちは私を心ない人間と思うこ

とでしょうな」(ibicl.)

人間の苦しみを全体的に捉えようとする試みは,ビ アンションの際立った特徴の一つであ り,

その 「見る」 という行為に対する情熱が,病 気 を見事だ,美 しいとさえ思わせる'51のだろう。

患者の苦痛を深く理解し心から同情を示すことと,新 しい病気の発見に科学的な悦びを見出すこ

ととは,彼 の中では少しも矛盾することなく,無 理な く調和している。人間の苦しみについて,

あらゆる詳細を余さず共感を持って観察する,そ れは同時に小説家バルザックの営みに他ならな

いのである。

注

1)「 医 師 ビ ア ン シ ョ ン の 目 『人 間 喜 劇 』 に お け る 医 学 の 視 点(1)」,『 近 畿 大 学 語 学 教 育 部 紀 要 』

第3巻 第1号,2003年11月 。

2)《lndexdespersonnagesfictifsde、LaComediehumaine》,inLaComediehumaine,editionpubliee

sousladirectiondePierre-GeorgesCastex,Gallimard,BibliothequedelaPleiade,t.XH,1981.ビ ア

一67一



近畿大学語学教育部紀 要3巻2号(2004・3)

ンシ ョンにつ い ての項 目はpp.U75-1179に あ る。

3)加Co〃2あ ∫6加〃短 η¢Gallimar己Biblioth6quedelaPl6iade,t.皿1976.引 用 文 の翻訳 はすべ て筆 者

に よる。 また以 下 の 引 用 文 にお いて も,ロ ー マ 数字 の 巻 数 とペ ー ジ番 号 は この プ レイヤ ー ド版

『人 間喜劇 』 に依拠 す る もの とす る。

4)「 バ ルザ ックにお け る 「症 候」 の概 念 と医師 ナ カー ル」,『関西 フラ ンス語 フ ラ ンス 文学 』 日本 フラ

ンス語 フ ラ ンス文学 会 関 西 支部,第4号,1998年,「 『グ ラ ン ド ・ブ ルテ ッシ ュ』あ るい は病 め る

身体 を語 る」(仏 文),Eidolon,UniversitedeBordeaux3,50,1997,な ど。

5)ビ ア ンシ ョンは 『禁 治産 』 にお いて,ラ ス テ ィニ ャ ック との会話 の 中で,『 ゴ リオ爺 さん』 に描 か

れ た学生 時代 の こと を振 り返 り,「僕 た ち は人生 の最 初 に ヴ ォケー館 とい う岩 に流 れ 着 いて,世 聞

の波 に も まれ なが ら数 多 くの砂 利や 汚物 を 目に して きた」(皿,p.424)と 述べ て い る。

6)十 九 世紀 の前 半 にお い て は,例 え ば カバ ニ スの 『心 身 関係論 』(1805)の よう な本 が 出版 され,知

識 人 の 聞で広 く読 まれ て いた。

7)人 問 を心 身 両面 か ら総 合 的 に捉 え る とい うビ ア ンシ ョンの 視点 と,患 者の 苦痛 に対す る共 感 の 関

わ りにつ いて は,以 前 『あ ら皮 』 を分析 した と きに指 摘 した こ とがあ る(「 バ ルザ ック と 「統 合 の

医学 」一 『あ ら皮』 の一 場 面 に窺 わ れ る医 学 観」(仏 文),日 本 フ ラ ンス語 フラ ンス 文学 会 学 会誌

彦麗4854θ1伽8μθ副 〃'6ア伽 耀加 η卿565,n°74,1999,p.39)。

8)前 述 の通 り,こ の 引用 にお け る オ ラス ・ビア ンシ ョンは,当 初 は別 の 登場 人物 で あ っ た。1831年

の 『あ ら皮 』 の初版 におい て,こ の 医者 は 「プ ロスペ ルProsper」 とい う名 前 を与 え られて いた。

cf.KNotesetvariances))pourLaPeaacdechagrin,inLaComediehumaine,Gallimard,Bibliotheque

delaPleiade,t.X,1979,p.1337.

9)1841年 に出版 され た初版 に付 され た前 書 きにお い て,バ ル ザ ックは 『村 の 司祭 』が そ れ よ りも前

に出版 された 『田舎 医者 』 と対 を成 す ものだ と し,「 もし 『田舎 医者 』が 近代 的 な博愛 精神 の 文明

へ の応 用 だ とす る な ら,こ の作 品(『 村 の 司祭 』)は カ トリッ ク的 悔俊 の応用 で あ る」 と述 べ てい

る。 なお この前 書 きは1845年 の全 集版 にお い て は削 除 され た。

10)「 私 には ど うして ビア ンシ ョンとい う と後 ろ姿 を思 い浮 かべ るのか わか らな い。 それ は彼が い つ も

立 ち去 って い る,彼 がい つ も急 いで い る とい うこ となの で あろ う。 しか し彼 の背 中 は全 く安心 感

を与 える もの な の であ る」(ア ラ ン 『バ ル ザ ック と とも に』Alain,孟y8cβ01zoc,3eedition,N.R.F.-

GaUimard,1937,A一 ユos.)。

11)MoiseLeYaouanc,Nosographiedel'humanitebalzacienne,Maloine,1959,pp.282-285.

12)杉 山英 樹 『バ ル ザ ッ クの 世 界 』,中 央 公 論 社,1942年,第 十 二 章 「医 師 ビ ア ンシ ョ ンの像 」,p.

3430

13)LeYaouanc,op.cit.,pp.285-288。 ル ・ヤ ウア ン クは当 時の 皮膚 病 の専 門 医 ア リベ ー ル な どの記 述

を引用 しなが ら,確 か な論証 を行 って い る。 しか し同 時 に この研 究者 はバ ルザ ックは医 学書 の 描

写 に正確 に従 っ たの で はな く,作 家 の 自由 を行使 しそ こ に幻想 的 な脚 色 を施 したの で あろ うと認

め てい る。

14)MichelButor,ParisaVold'Archange:ImprovisationssurBalzacII,ed.delaDifference,1998,

pp.274et277.(ミ シェル ・ビュ トール 『バ ルザ ックにつ いて の即興II大 天使 の見 たパ リ』)

15)「 そ れ に もしこれ が われ われ医 者 に とって非常 に美 しい と思 われ る病気 で あ って も,他 のすべ て の

人 に とっ て はお ぞ ま しい もの で しか な いで し ょう」(靱,p.429)と い う ビア ン シ ョンの言 葉 もあ

る。
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